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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１１月号２

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
ど

の
よ
う
に
診
断
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

診
断
基
準
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

深
刻
で
な
く
て
も
、
重
複
し
て
持
つ
と
心

筋
梗
塞
な
ど
の
危
険
性
が　

倍
も
高
い
と

３０

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
健
康
診
査
に
お
い
て
、
モ
デ

ル
地
区
の　

歳
か
ら　

歳
ま
で
の
方
に
対

４０

７４

し
て
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

検
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
の
グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、

　

歳
代
か
ら　

歳
代
ま
で
は
女
性
の
方
が

４０

６０

男
性
を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、　

歳
代
に

７０

な
り
男
性
の
方
が
上
回
り
、
急
激
に
増
加

し
て
い
ま
す
。
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以
前
は
、
が
ん
、
心
疾
患
（
狭
心
症
・

心
筋
梗
塞
等
）
脳
血
管
疾
患
（
脳
出
血
、

脳
梗
塞
等
）
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
な
ど
を
「
成
人
病
」
と
呼
ん
で
い
ま

し
た
が
、
加
齢
よ
り
も
食
生
活
や
運
動
習

慣
、
ス
ト
レ
ス
等
の
普
段
の
生
活
習
慣
で

病
気
に
な
る
こ
と
が
分
か
り
、「
生
活
習

慣
病
」
と
名
前
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

普
段
の
生
活
習
慣
と
し
て
身
に
つ
い
た

生
活
リ
ズ
ム
を
修
正
す
る
こ
と
は
、
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
意
識
の
う

ち
に
そ
う
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
い
ざ
改
め
よ
う
と
思
っ
て
も
つ

い
「
面
倒
く
さ
い
」「
忙
し
い
」「
明
日
か

ら
に
し
よ
う
」
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
に
、
体
の
中
で
は
動
脈
硬
化
が

進
み
い
き
な
り
脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
な
ど

を
起
こ
し
て
し
ま
う
の
で
、「
生
活
習
慣

病
」
は
サ
イ
レ
ン
ト
キ
ラ
ー
（
沈
黙
の
殺

人
者
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

肥
満
と
生
活
習
慣
病
を
合
わ
せ
も
つ
状

態
を
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
）
と
よ
び
、
最
近
、

注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
、
皮

下
脂
肪
型
肥
満
よ
り
も
内
臓
脂
肪
型
肥
満

と
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
１
つ
の
症
状
は
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＊腹囲に加え、①～③の３項目のうち２つ以上の該当
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「
生
活
習
慣
病
」
予
防
の
第
一
は
、
定
期

健
診
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
間
に
病
は

静
か
に
進
ん
で
い
る
の
で
定
期
的
な
健
診

で
常
に
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
な
が
ら
体

を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
れ

に
加
え
、
今
ま
で
の
生
活
「
食
事
・
運
動
・

休
養
」
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
悪
い
と
こ
ろ
を

改
善
し
て
行
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
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毎
日
食
べ
る
食
事
は
生
活
習
慣
そ
の
も

の
。
食
事
時
間
の
不
規
則
・
栄
養
の
偏
り

は
健
康
に
悪
影
響
を
与
え
ま
す
。
ま
た
、

標
準
体
重
に
な
る
よ
う
、
適
正
な
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
を
心
が
け
、
食
事
と
運
動
の
バ
ラ

ン
ス
と
食
べ
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

＊
標
準
体
重
＝
身
長（
ｍ
）×
身
長（
ｍ
）×　
２２

�
�
�
�
�
�
�
�

①
１
日　

食
品
を
目
標
に
食
べ
ま
し
ょ

３０

う
。

②
お
肉
よ
り
魚
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

③
し
ょ
う
ゆ
・
味
噌
・
塩
等
の
調
味
料

の
使
い
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

④
甘
い
も
の
量
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
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運
動
不
足
は
血
液
循
環
を
悪
く
し
、
余
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
す
る
た
め
肥
満
や
動

脈
硬
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。骨
や
筋
肉
の
働

き
も
低
下
す
る
た
め
生
活
習
慣
病
に
か
か

り
や
す
い
身
体
を
つ
く
っ
て
し
ま
い
ま
す
。運

動
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�

①
無
理
の
な
い
適
度
な
運
動
を
１
日　
３０

分
以
上
、
週
２
回
以
上
行
い
ま
し
ょ

う
。

②
有
酸
素
運
動
（
歩
行
、
体
操
、
水
泳
、

水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
）
を
取
り
入
れ

ま
し
ょ
う
。

＊「
め
ざ
せ
１
日
１
万
歩
」ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
が
効
果
的
で
す
。

③
生
活
の
中
で
体
を
動
か
し
ま
し
ょ

う
。（
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
や
エ
ス
カ

レ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
な
ど
、
歩
行

の
習
慣
を
）
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ス
ト
レ
ス
が
た
ま
る
と
、
ス
ト
レ
ス
と
戦

う
た
め
血
糖
値
や
血
中
の
脂
質
が
上
が
っ

て
し
ま
い
ま
す
。リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
時
間
を

と
り
、
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。休
息
・
睡
眠
を
と
り
規
則
正

し
い
生
活
リ
ズ
ム
が
健
康
の
第
一
歩
で
す
。

　

ま
た
、
タ
バ
コ
を
や
め
る
だ
け
で
心
臓

発
作
の
危
険
性
は
半
減
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�

①
十
分
な
睡
眠
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
ほ

ど
ほ
ど
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
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＊チェック項目が多いほど、メタボリック
シンドロームになりやすい生活習慣を
送っています。
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　平成20年４月から「高齢者の医療の確保に関する法律」により、市が実施する健診と保健指導の内容が変
わります。
　厚生労働省の調査によると、お腹のまわりに脂肪のつく内臓脂肪型肥満に加え、高脂血症、高血圧、高血
糖の危険因子を複数あわせもつ、メタボリックシンドローム（内臓脂肪症候群）の状態または予備群の人は、
40歳から74歳の男性で２人に１人、女性で５人に１人といわれています。
　そこで、40歳から74歳の医療保険加入者（家族を含む）を対象に、メタボリックシンドロームに着目し
た健診と保健指導が実施されることになりました。
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　現在の健診は、市町村が行う住民健診や事業主が行う職場健診などさまざまで、健診内容も統一されていま
せんでした。しかし、平成20年４月からは、医療保険者の責任で、40歳から74歳の方の健診・保健指導を行
うことが義務づけられ、健診を受けられる方は、加入している医療保険者が行う健診を受けることになります。

　メタボリックシンドロームとは、内臓肥満に加え、高脂血症、高血圧、高血糖という危険因子を２つ以上持っ
ている状態をいいます。メタボリックシンドロームの状態になると、動脈硬化が急速に進み、心臓病や脳卒中
などの循環器病や糖尿病の発症につながりやすくなります。
　新しい健診では、メタボリックシンドロームのもとになる内臓脂肪がたまっていたら危
険であることを受診者に知ってもらい、受診者自らが生活習慣を変えていく支援をするこ
とを目的としています。
   内臓脂肪の危険性を知り、生活習慣病の進行、悪化を食い止めるためにも、１年に１回は
必ず健診を受けましょう。
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　生活習慣病のリスクなどから必要度に応じて、保健師、管理栄養士等による保健指導が行われます。健診後
のサポート体制として、３つの保健指導があります。

１健康な人も含め健診受診者全員に
　問診や健診結果をもとにした生活習慣の見直しや生活習慣改善に必要な情報を提供します。

２メタボ予備軍という人に
　生活習慣改善の必要性をご理解いただいたうえ、改善目標（半年後）を立て、保健師・管理栄養士等が
支援指導していきます。

３メタボに該当という人に
　生活習慣改善の必要性をご理解していただいたうえで、内臓脂肪を減らすための改善目標（半年後）を
立て、保健師・管理栄養士等が継続した健康づくりができるよう支援指導していきます。
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広報　常陸大宮　　　　平成１9年１１月号５

　自宅や職場にかかってくる勧誘の電話。電話勧誘の内容は、資格教
材の勧誘、商品先物取引、マンション購入など様々です。
　必要のない電話勧誘を断る場合は、自分の意思を明確に冷静に業者
に伝えることが大切です。勧誘電話を断ることは失礼ではありません。

《困ったときはご相談ください》茨城県消費生活センター �０２９－２２４－４７２２
常陸大宮市消費生活センター（本庁商工観光課内） �５２－２１８５（直通）

　

こ
れ
ま
で
請
求
す
れ
ば
誰
で
も
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
が
で
き
ま
し
た
が
、
平
成

　

年　

月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
住
民
基
本
台
帳
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
に
よ
り
、

１８

１１

閲
覧
請
求
者
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成　

年
度
の
閲
覧
状
況
に
つ
い
て
公
表
し
ま
す
。

１８
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������������	�（閲覧期間：平成１８年１１月１日から平成１９年３月３１日）

閲覧に係る
住民の範囲

閲覧年月日利用目的の概要申出者又は閲覧者

小倉
２０歳以上の男女H１８.１１.６

「家族（家族の法制）に関する
世論調査」
（委託者　内閣府）

社団法人
新情報センター

山方
１６歳以上４９歳
以下の男女

H１８.１１.６

「望まない妊娠の防止に関す
る研究調査」（『第３回　男女
の生活と意識に関する調査』）
（委託者　厚生労働省）

社団法人
新情報センター

下伊勢畑
５５歳以上の男女H１８.１２.１８

「高齢者の経済生活に関する
意識調査」
（委託者　内閣府）

社団法人
中央調査社

野口
１８歳以上３４歳
以下の男女

H１８.１２.１９

「２００６年若者の職業意識に関
する調査」
（委託者　東北大学大学院文
学研究科）

株式会社
サーベイリサーチ
センター

世喜地区H１９.１.２６総代改選に伴う選挙人名簿作
成のため辰ノ口堰土地改良区

野中町
２０歳以上の男女H１９.１.３０

「２００６年度社会意識に関する
調査：‘０６アジアンバロメー
ター調査（政治参加と民主主
義の交際比較研究）」
（委託者　東京大学大学院人
文社会系研究科）

社団法人
中央調査社

上檜沢
１８歳以上の男女H１９.３.１５「宝くじに関する世論調査」

（委託者  財団法人  宝くじ協会）
社団法人
中央調査社
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広報　常陸大宮　　　　平成１9年１１月号６

個
人
住
民
税
に
係
る
税
制
改
正 

　

税
源
移
譲
に
伴
い
、
平
成　

年
度
市
県

１９

民
税
の
税
負
担
が
変
わ
り
ま
し
た
。
毎
年

の
所
得
変
動
が
少
な
い
場
合
は
、
市
県
民

税
の
増
額
分
が
平
成　

年
分
所
得
税
で
減

１９

額
と
な
り
、
市
県
民
税
と
所
得
税
を
合
わ

せ
た
負
担
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平

成　

年
中
の
所
得
が
大
き
く
減
少
し
、
所

１９
得
税
が
か
か
ら
な
い
場
合
は
、
減
額
す
る

金
額
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
所
得
の
変
動
に
伴
う
負
担

増
を
調
整
す
る
た
め
、
次
の
条
件
を
満
た

す
場
合
に
は
税
源
移
譲
が
な
か
っ
た
こ
と

と
し
て
、
平
成　

年
度
市
県
民
税
の
所
得

１９

割
額
を
税
源
移
譲
前
の
税
率
で
計
算
し
な

お
す
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�

　

平
成　

年
分
に
所
得
税
が
か
か
り
、
平

１８

成　

年
分
の
所
得
税
が
か
か
ら
な
い
方

１９
（
計
算
式
①
と
②
の
両
方
に
該
当
す
る
方
）

①

＜

【
計
算
方
法（
減
額
す
る
額
）】

　

平
成　

年
度
の
合
計
課
税
所
得
金
額
に

１９

つ
い
て
、
次
の
Ａ－

Ｂ
の
金
額
（　

年
度
市

１９

県
民
税
を
税
源
移
譲
前
の
額
ま
で
減
額
）

Ａ　

税
源
移
譲
後
の
税
率（　

%
）を
適
用

１０

し
て
調
整
控
除
を
行
っ
た
後
の
税
額（
調

整
控
除
以
外
の
税
額
控
除
の
適
用
を
除

い
て
計
算
し
１
０
０
円
未
満
切
捨
）

Ｂ　

税
源
移
譲
前
の
税
率
（
５
・　

・　
１０

１３

%
）
を
適
用
し
た
税
額
（
定
率
減
税
前
・

平
均
課
税
の
適
用
な
し
・
１
０
０
円
未

満
切
捨
）

　

た
だ
し
、
老
年
者
の
非
課
税
規
定
の
経

過
措
置
（
昭
和　

年
１
月
２
日
以
前
に
生

１５

ま
れ
た
方
で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が

１
２
５
万
円
以
下
の
方
）
に
該
当
し
て
い

る
方
は
３
分
の
２
の
額
と
な
り
ま
す
。

【
手
続
き
】

　

対
象
者
は
、平
成　

年
７
月
１
日
か
ら　

２０

３１

日（
７
月
１
日
以
後
に
適
用
を
受
け
る
こ
と

に
な
っ
た
方
は
、そ
の
日
か
ら
１
か
月
を
経

過
し
た
日
の
前
日
）の
１
か
月
の
期
間
内
に

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
の
住
所
地（
平
成

１９

　

年
度
市
県
民
税
を
納
め
た
市
町
村
）に

１９「
市
県
民
税
減
額
申
告
書
」を
提
出
し
ま
す
。

　

こ
の
経
過
措
置
は
、　

年
度
分
の
市
県

１９

民
税
に
の
み
適
用
さ
れ
ま
す
。ま
た
、
未
納

の
徴
収
金
が
あ
る
場
合
は
充
当
さ
れ
、
納

め
ら
れ
て
い
る
方
は
還
付
と
な
り
ま
す
。
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差　額住民税所得税項　　　目

１０，０００２６０，０００２７０，０００その他障害障
害
者

控　

除 １００，０００３００，０００４００，０００特別障害者

１０，０００２６０，０００２７０，０００その他の寡婦寡
婦（
寡

夫
）控
除 ５０，０００３００，０００３５０，０００特別の寡婦

５０，０００３３０，０００３８０，０００一　　般配
偶
者
控
除

１７０，０００５６０，０００７３０，０００一般の同居特別障害者

１００，０００３８０，０００４８０，０００老　　人

２２０，０００６１０，０００８３０，０００老人の同居特別障害者

５０，０００３３０，０００３８０，０００配偶者の所得が３８万円超４０万円未満配
偶
者
特

別
控
除 ３０，０００３３０，０００３６０，０００配偶者の所得が４０万円超４５万円未満

５０，０００３３０，０００３８０，０００一般の扶養親族

扶　

養　

控　

除

１７０，０００５６０，０００７３０，０００一般の同居特別障害者

１８０，０００４５０，０００６３０，０００特定扶養親族

３００，０００６８０，０００９８０，０００特定の同居特別障害者

１００，０００３８０，０００４８０，０００老人扶養親族

２２０，０００６１０，０００８３０，０００老人の同居特別障害者

１３０，０００４５０，０００５８０，０００同居老親等

２５０，０００６８０，０００９３０，０００同居老親等の同居特別障害者

５０，０００３３０，０００３８０，０００基礎控除（納税者全員）

人的控除の差額 （単位：円） ②

≧

〈
参　

考
〉　

・
合
計
課
税
所
得
金
額

課
税
総
所
得
金
額
＋
課
税
退
職
所
得
＋

課
税
山
林
所
得
金
額

・
申
告
分
離
課
税
所
得
金
額

課
税
長
期
譲
渡
所
得
金
額
＋
課
税
短
期

譲
渡
所
得
＋
株
式
等
に
係
る
課
税
譲
渡

所
得
金
額
等

平
成　

年
度
市
県
民
税
の
課
税
所
得

１９

金
額（
申
告
分
離
課
税
分
を
除
く
）

所
得
税
と
の
人
的
控
除
の
差
の
合
計
額

平
成　

年
度
市
県
民
税
の
課
税
所
得

２０

金
額
（
申
告
分
離
課
税
分
を
含
む
）

所
得
税
と
の
人
的
控
除
の
差
の
合
計
額



広報　常陸大宮　　　　平成１9年１１月号７

　

税
源
移
譲
に
伴
い
、
平
成　

年
分
以
降

１９

の
所
得
税
額
が
減
少
す
る
こ
と
に
よ
り
、

所
得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
）
に
控
除
し
き
れ
な
い
額

が
生
じ
た
場
合
は
、
一
定
の
事
項
を
記
載

し
た
申
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
よ
り
、

平
成　

年
度
以
降
の
市
県
民
税
か
ら
こ
の

２０

控
除
し
き
れ
な
い
額
が
控
除
で
き
る
こ
と

と
さ
れ
ま
し
た
。

【
対
象
者
】

　

税
源
移
譲
前
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
適
用
を
受
け
て
い
た
平
成　

年
か
ら

１１

平
成　

年
ま
で
の
入
居
者

１８

【
計
算
方
法（
控
除
額
）】

　

次
の
①
か
ら
②
を
差
し
引
い
た
金
額

①
税
源
移
譲
前
の
税
率
で
算
出
し
た
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額

②
税
源
移
譲
後
の
税
率
で
算
出
し
た
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
額

【
手
続
き
】

　

対
象
者
は
３
月　

日
（
平
成　

年
は
３

１５

２０

月　

日
）
ま
で
に
、
そ
の
年
の
１
月
１
日

１７
現
在
の
住
所
地
（
住
民
税
課
税
）
の
市
町

村
へ
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
申

告
書
」
を
提
出
し
ま
す
。

　

会
社
で
年
末
調
整
の
み
（
申
告
の
必
要

が
な
い
）
の
方
は
、「
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
申
告
書
」
と
源
泉
徴
収
票
を
３

月　

日
（
平
成　

年
は
３
月　

日
）
ま
で

１５

２０

１７

に
市
町
村
に
提
出
し
ま
す
。

　

こ
の
申
告
は
毎
年
必
要
で
す
。
確
定
申

告
書
を
提
出
さ
れ
る
方
は
税
務
署
等
、

確
定
申
告
書
の
提
出
先
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
こ
の
税
額
控
除
は
平
成　

年
度
分
か
ら

２０

平
成　

年
度
分
ま
で
の
市
県
民
税
に
お

２８

い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

平
成　

年
度
分
の
市
県
民
税
か
ら
地
震

２０

保
険
料
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除
は
な

く
な
り
ま
す
。（
一
部
経
過
措
置
が
あ
り

ま
す
。）

【
対
象
と
な
る
地
震
保
険
】

　

地
震
保
険
と
は
、
損
害
保
険
の
一
種
で

あ
る
主
契
約
の
火
災
保
険
に
附
帯
す
る
か

た
ち
で
契
約（
単
独
で
契
約
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
）し
ま
す
。
対
象
と
な
る
損
害

は
、
地
震
も
し
く
は
噴
火
ま
た
は
こ
れ
ら

に
よ
る
津
波
を
直
接
ま
た
は
間
接
の
原
因

と
す
る
火
災
・
損
壊
・
埋
没
ま
た
は
流
出

に
よ
る
損
害
で
す
。

【
経
過
措
置
】

　

こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止

さ
れ
ま
す
が
、
平
成　

年　

月　

日
以
前

１８

１２

３１

を
保
険
期
間
開
始
と
す
る
長
期
損
害
保
険

料
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
損
害
保
険

料
控
除
（
上
限
１
０ ,
０
０
０
円
）
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
平
成　

年
１

１９

月
１
日
以
後
に
保
険
料
を
変
更
し
た
場
合

は
除
き
ま
す
。

【
控
除
額
】

　

保
険
の
契
約
状
況
に
よ
り
控
除
額
が
変

わ
り
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

平
成　

年
４
月
１
日
以
降
に
取
得
す
る

１９

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
新
た
な
償
却

方
法
に
よ
り
耐
用
年
数
経
過
地
点
に
お

い
て
１
円
ま
で
償
却
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
定
額
法
）償
却
費
＝

　

取　

得　

価　

格
×
定
額
法
の
償
却
率

（
定
率
法
）償
却
費
＝

　

期
首
未
償
却
残
高
×
定
率
法
の
償
却
率

　

平
成　

年
３
月　

日
以
前
に
取
得
し
た

１９

３１

減
価
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
必
要
経
費
に

算
入
さ
れ
た
金
額
の
累
積
額
が
償
却
可
能

限
度
額
ま
で
達
し
て
い
る
場
合
に
は
、
そ

の
達
し
た
年
分
の
翌
年
分
以
降
に
お
い

て
、
次
の
算
式
に
よ
り
計
算
し
た
金
額
を

償
却
費
の
額
と
し
て
、
１
円
ま
で
償
却
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
平
成

　

年
分
以
降
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

２０償
却
費 
＝（
取
得
価
格－

取
得
価
格
の　
９５

％  －

１
円
）
÷
５

�
�
�
�
�
�
��

　

本
庁　

税
務
課
市
民
税
グ
ル
ー
プ

�　

－

１
１
１
１

５２
内
線
２
３
２
・
２
３
３
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【
手
続
き
】

　

申
告
や
年
末
調
整
の
際
に
、
保
険
会
社

か
ら
発
行
さ
れ
る
控
除
証
明
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�



　

昭
和　

年
１
月
２
日
以
前
に
生
ま
れ
た

１５

方
で
、前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
１
２
５

万
円（
年
金
収
入
で
２
４
５
万
円
）以
下
の

方
は
、市
県
民
税
が
平
成　

年
度
ま
で
非

１７

課
税
で
し
た
が
、年
齢
に
関
わ
ら
ず
公
平

に
負
担
を
分
か
ち
合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

こ
の
措
置
が
廃
止
さ
れ
平
成　

年
度
か
ら

１８

平
成　

年
度
ま
で
減
額
の
経
過
措
置
が
と

１９

控　　除　　額加入している保険

支払った保険料の１/２（上限２５，０００円）①地震保険のみに加入

支払い保険料５，０００円以下の場合は全額

②長期損害保険のみに
加入

支払い保険料５，０００円から１５，０００円の
場合は、支払い保険料の１/２＋２，５００円

支払い保険料１５，０００円以上の場合は、
１０，０００円

合計して上限２５，０００円（長期損害保険
部分は上限１０，０００円）

③長期損害保険と地震保
険の２つの保険に加入

長期損害保険控除と地震保険控除の
どちらか選択

④１つの保険で長期損害
保険と地震保険が備
わっている保険に加入

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
平
成　

年
度
は
、経
過

２０

措
置
が
終
了
し
全
額
負
担
と
な
り
ま
す
。

平
成　

年
度

１７

平
成　

年
度

１８

平
成　

年
度

１９

平
成　

年
度

２０

非
課
税

２
／
３
を
減
額

１
／
３
を
減
額

全
額
負
担
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環境基本計画策定アンケート調査結果

　良好な環境の保全並びに快適な
環境の維持及び創造についての施
策を、長期的視点に立ち総合的か
つ計画的に推進し、豊かな自然と
調和した快適な環境を確保し、将
来の世代に引き継いでいくことを
目指して、 「常陸大宮市環境基本計
画」を策定することになりました。
　計画の策定にあたり、市民の皆
さんの環境に対する考えや意見等
を十分反映したものとするため、
平成１９年７月に環境意識調査を実
施しました。
　この度、集計結果がまとまりま
したので、その一部をご紹介し
ます。
　なお、今後、計画案がまとまり
ましたら市民からの意見を公募し
て、その意見を考慮したうえで計
画書を策定します。

アンケートの概要（対象及び調査方法）
●市　民
○対　　象：住民基本台帳を基に無作為抽出

環境にやさしい生活宣言家族
○発 送 数：市民無作為抽出者１，４４４

環境にやさしい生活宣言家族１２０
○回収票数：６６５
○回 収 率：４２．５％

●事業者
○対　　象：市内事業所１００社を無作為抽出
○発 送 数：１００
○回収票数：５２
○回 収 率：５２．０％

●小学５年生
○対　　象：市内の小学校に通う小学５年生全員対象
○調査方法：学校での配布・回収
○回答票数：４１９

●中学２年生
○対　　象：市内の中学校に通う中学２年生全員対象
○調査方法：学校での配布・回収
○回答票数：４２９

�������	
��
	
��������������	
��



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１１月号９

■
地
域
の
環
境

　

住
ま
い
周
辺
の
環
境
を
ど
の
よ
う
に
感

じ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、「
山
の
緑
の

豊
か
さ
」
及
び
「
星
空
の
美
し
さ
」 「
空
気

の
き
れ
い
さ
」
が
、
そ
れ
ぞ
れ
「
満
足
」

と
「
や
や
満
足
」
の
合
計
割
合
が
８
割
を

超
え
、
ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
概
ね
満
足
と

し
て
い
ま
す
。

　

反
面
、「
山
林
や
水
辺
の
清
潔
さ
（
不
法

投
棄
が
な
い
）」
は
、「
不
満
」
と
「
や
や

不
満
」
の
合
計
割
合
が
５
割
を
超
え
、
不

満
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、 「
道

路
や
身
近
な
生
活
空
間
の
清
潔
さ
」「
地
域

の
歴
史
や
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
」
も
満
足

度
が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
環
境
で
と
く
に
改
善
が
望
ま
れ

る
こ
と
と
し
て
、
半
数
以
上
の
市
民
が

 「
不
法
投
棄
や
ポ
イ
捨
て
な
ど
、
ご
み
の

散
乱
」
と
し
て
い
ま
す
。
次
い
で
、「
子
供

が
遊
ぶ
自
然
地
の
安
全
性
」「
荒
廃
し
た
農

地
」「
生
活
排
水
な
ど
に
よ
る
河
川
や
水
路

の
水
質
」
と
し
て
い
ま
す
。

■
残
し
て
い
き
た
い
環
境

　

小
学
５
年
生
と
中
学
２
年
生
で
は
、 「
山

や
川
な
ど
の
景
色
が
き
れ
い
な
と
こ
ろ
」

を
３
人
に
１
人
以
上
が
あ
げ
て
い
ま
す
。

次
い
で
「
降
っ
た
雨
を
貯
め
た
り
、
空
気

を
き
れ
い
に
す
る
森
や
林
な
ど
」「
魚
や
水

生
生
物
が
多
く
、
釣
り
や
水
遊
び
が
で
き

る
水
辺
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
関
心
が
あ
る
環
境
問
題

　

小
学
生
、
中
学
生
、
市
民
と
も
「
地
球

温
暖
化
」
が
特
に
関
心
が
高
く
、
ま
た
、

市
民
で
は
「
ポ
イ
捨
て
な
ど
、
ご
み
の
散

乱
」「
食
の
安
全
」
も
関
心
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
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日
常
生
活
で
の
環
境
保
全
へ
の
取
組
み

　

日
常
生
活
で
の
環
境
保
全
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
、
い
つ
も
行
っ
て
い
る
取
組
み

と
し
て
「
ご
み
を
決
め
ら
れ
た
日
に
出
し

て
い
る
」「
ご
み
を
決
め
ら
れ
た
ど
お
り
分

別
し
て
い
る
」
は
８
割
を
超
え
て
い
る
ほ

か
、
ご
み
の
持
ち
帰
り
、
ポ
イ
捨
て
し
な

い
、
流
し
に
油
を
流
さ
な
い
な
ど
の
取
組

み
も
高
い
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

半
面
、「
買
物
袋
持
参
や
包
装
を
断
る

な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
」
や
「
リ
サ
イ
ク

ル
し
や
す
い
品
物
を
選
ぶ
」
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
「
い
つ
も
行
っ
て
い
る
」「
と
き
ど
き

行
っ
て
い
る
」
の
合
計
で
は
、
家
の
ま
わ

り
の
美
化
や
清
掃
、
電
気
・
ガ
ス
・
灯
油

等
の
こ
ま
め
な
節
約
、
風
呂
の
残
り
湯
の

活
用
、
洗
剤
の
減
量
化
の
取
組
み
な
ど
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。「
行
っ
て
い
な
い

が
、
気
に
し
て
い
る
」
ま
で
を
含
め
る
と
、

 「
雨
水
の
活
用
」を
除
く
ほ
と
ん
ど
の
取
組

み
に
つ
い
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ご
み
を
自
宅
で
焼
却
し
て
い
る
」
で

は
、「
い
つ
も
行
っ
て
い
る
」「
と
き
ど
き

行
っ
て
い
る
」
を
合
わ
せ
る
と
約
４
割
と

高
く
、
今
後
の
課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

■
環
境
保
全
活
動
へ
の
参
加
な
ど

　
「
住
ま
い
周
辺
の
道
路
の
清
掃
な
ど
」は

積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
が
「
環
境
教
育
・
環
境
学

習
な
ど
」
へ
の
参
加
や
協
力
は
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
低
い
項
目
で
も
、「
参
加
し
た

こ
と
は
な
い
が
、
参
加
し
た
い
」
が
そ
れ

ぞ
れ
３
割
以
上
と
多
く
、
こ
れ
ま
で
こ
う

し
た
活
動
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
や
地
域
で
「
活
動
や
運
動
の

日
」
と
定
め
れ
ば
、
あ
る
い
は
参
加
依
頼

や
協
力
要
請
な
ど
が
あ
れ
ば
、
参
加
や
協

力
で
き
る
と
の
回
答
も
多
く
見
ら
れ
ま

し
た
。
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広報　常陸大宮　　　　平成１9年１１月号１１

ら
問
題
の
解
決
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取

組
む
か
を
考
え
、
積
極
的
に
行
動
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ご
み
の
分
別
や
マ

イ
バ
ッ
グ
の
利
用
、
節
電
な
ど
、
環
境
に

配
慮
し
た
行
動
が
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

住
民
、
事
業
者
、
行
政
が
互
い
に
協
働

し
、
環
境
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の

構
築
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
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�
�


�

　

市
で
は
平
成　

年
度
に
地
球
温
暖
化
対

１８

策
実
行
計
画
書
を
策
定
し
、
市
役
所
の
事

務
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
に
向
け
、
取
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
計
画
の
目
標
は
、
平
成　

年
度
を
基
準

１７

に
平
成　

年
度
ま
で
に
５
パ
ー
セ
ン
ト
以

２３

上
の
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
市
役
所
に
お
け
る
温
室

１８

効
果
ガ
ス
排
出
量
は
、
約
３
６
０
０
ｔ－

　

に
な
り
、
前
年
と
比
較
す
る
と
約
１
８

CO２０
ｔ－ 　

の
削
減
と
な
り
ま
し
た
。（
表
１
）

CO２

こ
れ
を
コ
ス
ト
換
算
す
る
と
約
９
３
０
万

円
の
節
約
に
相
当
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�
庁
舎
内
や
事
務
室
の
室
内
冷
暖
房
温
度

の
適
正
化
（
暖
房　

℃
、
冷
房　

℃
）

２０

２８

を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

�
昼
休
み
時
間
や
勤
務
時
間
外
は
、
不
必

要
な
照
明
を
消
灯
し
て
い
ま
す
。

�
公
用
車
の
適
正
な
台
数
、
ま
た
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
の
導
入
や
小
型
化（
軽
自

動
車
）に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

�
ア
イ
ド
イ
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を
励
行

し
て
い
ま
す
。

�
ご
み
減
量
化
の
た
め
、
個
人
単
位
の
ご

み
箱
を
廃
止
し
、
ご
み
の
分
別
を
し
て

い
ま
す
。

�
雨
水
利
用
タ
ン
ク
の
設
置
を
推
進
し
て

い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
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地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
地
球
の
平
均
気

温
は　

世
紀
の
１
０
０
年
間
に　
 
℃ 
上
昇

２０

０．６

し
ま
し
た
。
こ
の
ま
ま
進
む
と
２
１
０
０

年
に
は
、　

〜　

℃
上
昇
す
る
と
も
予
測

１．４

５．８

さ
れ
、
環
境
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
さ
を

増
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因
と
な
る
二
酸

化
炭
素
排
出
量
を
削
減
す
る
こ
と
は
、
地

球
温
暖
化
対
策
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
限

り
あ
る
資
源
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。
ま
ず
、
一
人
ひ
と
り
が
身
の
回
り
の

現
状
を
知
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
そ
こ
か

目標達成率
（A）／（B）

平成１８年度排出量［kg-CO２］排出量基準値
（平成１７年度）温室効果ガスを排出する活動

実績値（B）目標値（A）
１０１％２６１，２９９２６３，６１９２６６，２８２ガソリン

燃料の
使　用二酸化炭素

（CO２）

８６％１９５，４８２１６７，６０５１６９，２９８軽油
１１０％４８１，０３０５３１，２３６５３６，６０２灯油
１０６％２７８，５８８２９５，３８７２９８，３７１A重油
９５％１１６，４９７１１０，４３７１１１，５５３LPG
１０５％２，３１４，５７２２，４２０，７２４２，４４５，１７６電気の使用※
９８％６５２６４０６４７公用車の走行メタン（CH４）
９８％１３，７９３１３，５２５１３，６６２公用車の走行一酸化二窒素（N２O）
９８％３，３５４３，３０１３，３３５カーエアコンの使用HFC
１０４％３，６６５，２６７３，８０６，４７４３，８４４，９２７総排出量（kg-CO２）

市役所の温室効果ガス排出量比較表（表１）

※目標達成率は、増加目標のため（B）／（A）で算出
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�
�
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�
�

�
問
い
合
わ
せ
先
�
�
�
�
�

本
庁

環
境
課

�

－

１
１
１
１

内
線
２
３
８

５２

大賀小・御前山中に設置！
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常
陸
大
宮
市
誕
生
３
周
年
を
祝
い
、　

月
１０

　

日
に
常
陸
大
宮
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

１６に
お
い
て
、
市
民
な
ど
約
４
２
０
人
が
参
加

し
、「
常
陸
大
宮
市
合
併
３
周
年
記
念
式
典
」

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
で
は
、
３
周
年
に
対
す
る
感
謝

と
、
こ
れ
か
ら
の
協
働
に
よ
る
一
体
的
な
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
矢
数
市
長
が
式
辞

を
、
駒
田
市
議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
、
そ

れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民

憲
章
と
市
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定
の
経
過
に

つ
い
て
、
総
務
部
長
に
よ
る
説
明
後
、
主
催

者
と
来
賓
に
よ
り
制
定
記
念
プ
レ
ー
ト
の
除

幕
が
行
わ
れ
、
幕
が
引
か
れ
た
瞬
間
、
会
場

は
大
き
な
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
市
の
花
「
ば
ら
」
木
「
さ
く
ら
」

鳥
「
か
わ
せ
み
」
の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、

市
の
シ
ン
ボ
ル
等
選
定
委
員
会
の
菊
池
委
員

長
か
ら
、
市
民
憲
章
の
内
容
に
つ
い
て
、
市

民
憲
章
検
討
委
員
会
の
野
上
委
員
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
制
定
さ
れ
た
市

民
憲
章
を
、
野
上
公
雄
委
員
長
の
先
導
に
よ

り
、
出
席
者
全
員
が
声
高
ら
か
に
唱
和
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
の
花
・
木
・
鳥
の
制
定
に
あ
た

り
、
市
民
の
皆
様
よ
り
応
募
い
た
だ
き
ま
し

た
４
５
９
件
の
中
か
ら
、「
ば
ら
」「
さ
く
ら
」

「
か
わ
せ
み
」
に
応
募
さ
れ
、
厳
選
な
る
抽
選

に
よ
り
、
当
選
さ
れ
た
方
々
に
記
念
品
を
お

贈
り
し
ま
し
た
。

　

贈
呈
後
、
県
知
事
、
国
会
議
員
、
県
議
会

議
員
な
ど
来
賓
の
方
々
の
祝
辞
を
い
た
だ

き
、
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
後
に
は
、
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
宗

次
郎
さ
ん
に
よ
る
「
里
山
に
響
く
土
の
笛
の

音
色
」
と
題
し

た
、
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
を
行
い
、
素

敵
な
語
り
と
優

し
い
オ
カ
リ
ナ

の
音
色
を
聴
か

せ
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

▲主催者と来賓による記念プレートの除幕

▲オカリナ奏者　宗次郎さんによるミニライブ

常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥常陸大宮市の花木鳥
市の花「ばら」

　気品高く情熱ある美しい
花は、市を愛する市民の心
と幸せのシンボルとしてふ
さわしい花です。

市の木「さくら」

　市民の優しい心と、希望
に満ちた明るい未来を築き
あげるシンボルとしてふさ
わしい木です。

市の鳥「かわせみ」

　鮮やかな色彩から「渓流
の宝石」と呼ばれ、市の豊
かな自然のシンボルとして
ふさわしい鳥です。

わたしたちがつくるまちの姿
―　常陸大宮市市民憲章　―

　常陸大宮市は、緑豊かな自然環境に恵ま
れ、すばらしい歴史と文化のもとで発展し
てきました。わたしたちはこの自然、歴
史、文化をいかし、安全で、快適で、活力
あるまちを、みんなの手でつくります。

一．豊かな自然をいつくしみ、安らげるま
ちをつくります。

一．歴史と文化を大切にし、誇り高いまち
をつくります。

一．一人ひとりが知恵を出し、暮らし、仕
事、いのちが輝くまちをつくります。

一．さまざまな人たちとの出会いと交流が
楽しめるまちをつくります。

一．尊重しあい、助けあい、みんなの未来
をひらくまちをつくります。
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合
併
３
周
年
を
記
念
し
、
市
民
相
互
の
親

和
と
水
郡
線
の
活
性
化
及
び
利
用
促
進
を
図

る
た
め
、
専
用
列
車
を
利
用
し
、
東
京
で
の
観

劇
を
楽
し
む
、「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
が　

月
１０

　

日
、
常
陸
大
宮
駅
か
ら
運
行
さ
れ
ま
し
た
。

２０
　

出
発
に
あ
た
っ
て
、
常
陸
大
宮
駅
で
矢
数

市
長
と
常
陸
大
宮
駅
長
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
、
列
車
内
で
は
市
長
か
ら
の
挨

拶
の
後
、
駅
長
と
共
に
各
車
両
を
巡
り
参
加

者
と
挨
拶
を
交
わ
し
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

市
民
号
は
、
市
と
し
て
始
め
て
の
運
行
と
な

り
ま
す
が
、
２
８
３
人
が
参
加
。
東
京
都
中

央
区
明
治
座
に
お
い
て
『
大
奥
』
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
の
イ
メ
ー
ジ
そ
の

ま
ま
に
豪
華
絢
爛
な
歴
史
絵
巻
が
繰
り
広
げ

ら
れ
、
参
加
者
か
ら
拍
手
喝
采
が
起
こ
る
な

ど
、
参
加
さ
れ
た
方
は
大
変
満
足
さ
れ
た
よ

う
で
す
。

　

平
成　

年
度
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団
体
及

１９

び
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
功
労
者
と
し
て
、
本
市
よ

り
美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
（
代
表　

河
野
秀
男
さ

ん
）
と
安
野
茂
雄
さ
ん
（
北
町
）
が
文
部
科

学
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
は
、
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

で
あ
る
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
の
ク
ラ
ブ
で
、
平
成

８
年
に
設
立
。
市
民
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会
等

を
開
催
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
の
小
学
校
で

の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
指
導
等
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
等
が
高
く
評
価
さ
れ
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

安
野
茂
雄
さ
ん
は
、
昭
和　

年
か
ら
茨
城

４５

県
陸
上
競
技
協
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
ま

た
、
昭
和　

年
か
ら
は
（
財
）
茨
城
県
体
育

６２
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市
消
防
本
部
は
、　

月　

日
、
舟
木
悦
子

１０

２５

さ
ん
に
感
謝
状
を
送
り
ま
し
た
。

　

舟
木
悦
子
さ
ん
（
志
村
大
宮
病
院
勤
務
看

護
師
）
は
、
９
月　

日
午
後
６
時
頃
常
陸
大

２９

宮
市
野
口
地
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
現
場

に
駆
け
つ
け
、
負
傷
者
に
心
肺
蘇
生
を
実
施

し
、
呼
吸
を
再
開
さ
せ
人
命
救
助
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
相
沢
消
防
長
よ
り
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

����������

おおおおおおおおおおおおおお
めめめめめめめめめめめめめめ
でででででででででででででで
とととととととととととととと
うううううううううううううう
ごごごごごごごごごごごごごご
ざざざざざざざざざざざざざざ
いいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

協
会
副
会
長
等
を
歴
任
し
、
本
県
ス
ポ
ー
ツ

の
競
技
力
向
上
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

《常陸大宮市へ寄付》

浜ちゃんコンペ
金200,000円

《奨学基金へ寄付》

（有） 瑞穂農場
（会長　下山好夫）
金500,000円

ボンド商事　株式会社
（代表取締役社長　小黒正義）

金146,000円

▲美和ユニークスの皆さん

▲表彰を受ける舟木さん

�������	�������	�������	�������	

砂川　豊朗
金500,000円

順不同・敬称略
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●広報協力員レポート● 中山　さち子さん（三美）

ふるさと女性大学「葦の会」交流会に参加して

　今年で10回目を迎え、その節目として、10月２日、130
人の出席のもと「葦の会」交流会が水戸京成ホテルにおい
て開催されました。
　主催者、来賓のあいさつに始まり、「葦の会」終了生２人
の活動状況発表、また、神戸礼子先生の「地域に支えられ
て」という記念講演もありました。講演では、輝いて生き
る女性のあり方やマイナス思考を避けプラス思考で生きる
人は、その人なりの余韻を残せる（私らしさ）であるなど、
大変ためになるものでした。
　最後に県知事を囲んでの記念パーティーがあり、和やか
に雰囲気の中、多くの方たちとふれあい、楽しい時間を過
ごすことができました。毎年開かれている「葦の会」に入
会して、バラエティーに富んだ講師陣の勉強会（月１回、
半年）に、参加してみてはいかがですか？良い勉強になり
ますよ。

※葦の会とは、地域づくり、ふる
さとづくり運動の強化と発展
のため、それを担う自主性と
創造力をもった女性リーダー
を育成に資する事業です。
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９
月　

日
、
小
舟
地
域
の
国
道
２
９
３
号

２１

か
ざ
ぐ
る
ま
前
で
交
通
安
全
街
頭
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
、
緒
川
地
区
交
通
安
全
母

の
会
ほ
か
、
地

域
の
交
通
安
全

関
係
者
の
皆
さ

ん
か
ら
行
き
交

う
ド
ラ
イ
バ
ー

に
安
全
運
転
の

呼
び
か
け
を
行

い
ま
し
た
。
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月　

日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
、
全

１０

１１

２０

１０

国
地
域
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
大
宮
地
区
防
犯
協
会
を
は
じ
め

大
宮
警
察
署
な
ど
関
係
団
体
の
協
力
の
も

と
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮
店
店
舗
前
で
啓
発

物
の
配
布
や
防

犯
の
呼
び
か
け

な
ど
を
展
開

し
、
買
い
物
に

来
た
方
を
中
心

に
地
域
安
全
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。
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９
月　

日
、
第
３
回
大
宮
警
察
署
協
議
会

１９

（
龍
崎
会
長
）
が
、
大
宮
警
察
署
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
協
議
会
は
、
海
老
沢
署
長
を
は
じ
め

と
し
た
警
察
官　

人
と
龍
崎
義
光
さ
ん
、
生

２１

天
目
巴
江
さ
ん
、
大
森
一
二
さ
ん
、
岡
崎
忠

孝
さ
ん
、
柴
田
雅
則
さ
ん
の
元
自
治
体
関
係

者
な
ど
５
人
の
方
々
か
ら
構
成
さ
れ
、
市
民

の
方
々
か
ら
警
察
署
の
業
務
運
営
に
関
し
て

意
見
を
も
ら
い
、
反
映
さ
せ
る
た
め
に
協
議

運
営
を
行
う
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
自
転
車
が
安
心
し
て
通
行
で
き

る
歩
道
等
の
整
備
、
凶
悪
事
件
発
生
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
の
対
策
、
警
察
署
再
編
整

備
構
想
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
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２
０
１
１
年
７
月
か
ら
現
在
放
送
し
て
い

る
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
関
す
る
説
明
会
が
、
９
月　

日
、

２７

緒
川
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
約
１
０
０
人
と
多
く
の
方
が
集

ま
り
、
総
務
省
の
方
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
の
方
か

ら
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
概
要
や
共
同
受
信

施
設
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
方
法

に
つ
い
て
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
熱
心
に
聞

い
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
が
伺
わ

れ
ま
し
た
。



広報　常陸大宮　　　　平成１９年１１月号１５
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　常陸大宮市立塩田小学校では２・３・４年生の児童が、西塩子の回り舞台保存会の協
力のもと、歌舞伎の練習を行っています。練習は今年で７年目を迎え、これまでに「西塩
子の回り舞台定期公演」、「茨城県郷土芸能発表会」、「ねんりんピックなぎなた交流会」
などに出演してきました。今後は１２月８日（土）の「青少年をたたえる市民のつどい」に出
演する予定です。
　児童たちは歌舞伎「白浪五人男」、常磐津「子宝三番叟」を演じるため、秩父歌舞伎の先
生と、烏山山あげ祭りの先生の指導のもとで７月より週２回の練習に励んでいます。
　児童たちは大きな声を出し、楽しそうに、真剣に練習をしています。
　来年の国民文化祭「西塩子の回り舞台」でも、たくさんの人に感動を与えてくれることでしょう。
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　これから冬の季節を迎えて空気が乾燥し、火災が発生しやすくなります。
　火災を未然に防ぐには一人ひとりが「火気」に対する正しい取扱いを身
に付け、住宅火災の要因である「ついうっかり」を無くすことが大切です。 こ
こでは、身の回りで起こりうる主な要因を見てみましょう。

住住宅宅用用火火災災警警報報器器はは火火災災のの早早期期発発見見にに大大変変有有効効でですす。。火火災災かからら尊尊いい命命やや貴貴重重なな財財産産をを守守るるたためめ早早めめにに住住宅宅
用用火火災災警警報報器器をを設設置置ししままししょょうう。。
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　寝たばこはやけどや死につながり危険です。たばこ
の吸殻は水をかけて完全に消えてから捨てましょう。
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　ストーブで洗濯物を乾かすのは危険です。石油ス
トーブに給油をするときは、必ず火を消しましょう。
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　電気コードが家具の下敷きになっていると、コー
ドが傷み火災になる危険があります。タコ足配線は
コードが発熱して火災になることがあります。
���������
��������	
��
����������
�������	
��
�����������
�������	
����
��

�����
　天ぷら油を過熱中に他の用事をするのは危険です。
調理中コンロから離れる時は必ず火を消しましょう。
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　灯明の奥の物を取ろうとすると着衣に着火するこ
とがあり危険です。灯明を点けているときは、その
場から離れないようにしましょう。
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　放火を防ぐために家の周りに燃えやすいものを置
かない等「放火されない、放火させない環境づくり」
に努めることが大切です。
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▲「白浪五人男」
　「白浪五人男」は、日本駄右衛門を
首領とする、弁天小僧菊之助、南郷
力丸、忠信利平、赤星十三郎の５人
の盗賊の物語です。白浪を５人、捕手
を５人、口上・つけを２人で演じます。

▲「子宝三番叟（舞）」 ▲「子宝三番叟（謡）」
　常磐津「子宝三番叟」は演目の最初に演ずるおめでたい曲
で１２人の子を持つ子福者が四季の遊びのおもしろさを物語る
内容です。謡を４人、舞を３人で演じます。今は謡と舞を
別々に練習していますが、上達するにつれて合わせて練習を
していきます。
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・納め忘れの心配がない
・金融機関や市役所の窓口に出向く必要がない
・現金を持ち歩く必要がない
����

・振替日の前日までに口座残高をお確かめください。

・特に全期前納をご希望の場合、第１期の振替日に振

替ができないと、その年度分は期別ごとの振替にな

ります。従って、報奨金制度が適用されません。
� ������������������������
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①市・県民税　　　②固定資産税　③軽自動車税
④国民健康保険税　⑤介護保険料
����

・①②③の税金を個別に申込むことはできません。

・②は所有者（登記名義人）ごとの申込みが必要です。

������

各税金等の納付期限の日
＊振替開始は、２ヵ月後（申込みをした月の翌々月分）

からとなります。
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東日本銀行本店及び各支店
常陽銀行本店及び各支店
茨城県信用組合本店及び各支店
茨城みどり農業協同組合各支店
水戸信用金庫本店及び各支店
茨城銀行本店及び各支店
中央労働金庫本店及び各支店
烏山信用金庫本店及び各支店
ゆうちょ銀行・郵便局
＊市役所及び各総合支所では申込みできません。

＊口座振替申込みの用紙は、市役所収納課・各総合支

所市民課及び上記の取り扱い金融機関（ただし市内

に限る）に備えてあります。
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通帳・届出印・納税通知書（納付書）
����

　記入間違いを防ぐため、できるだけ納税通知書（納

付書）をお持ちください。

　特に固定資産税で、①所有者が共有名義である②所

有者と納税者が異なっている場合は、お持ちになるこ

とをお勧めします。
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　市・県民税及び固定資産税において、第１期の納

期限までに、その年の全期分を一括して納めた場

合、年税額から報奨金の額が差し引かれます。
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①継続して３回以上口座振替等を行うことができな

かったとき。

②預金名義人が死亡したとき。
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　災害や著しい生活困難など特別な事情がある場合

には、納税の猶予等を申請することが出来ますの

で、納税相談をしましょう。
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広報　常陸大宮　　　　平成１９年１１月号１７
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掛金は全額所得控除（社会保険料控除）の対象となり、所得税・住民税が軽減さ
れます。
�������	


生活環境に応じて、途中で掛金額を変更できます。（口数単位での変更となります。）
�������	
��
���������

基本は終身タイプなので、ご存命の限り年金を受取ることができます。また、加
入時に将来の年金額がわかります。
�������	
�����
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保証期間内にお亡くなりになった場合、ご家族に一時金が支払われます。（保証
期間付のタイプに限ります。）
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「マフラー」

相田　こずえ

「ジャケット」

平塚　昌子

「手さげ」

菊池　洋子

「湖畔」（油絵）

「写す」（油絵） 「三浦杉」（切絵）
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☆順不同・敬称略
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９
月　

日
、
美
和
剣
道
ク
ラ
ブ
（
葛
西

２７

三
男
会
長
）
主
催
に
よ
る
大
会
が
、
美
和

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、　
２２

人
の
剣
士
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

○
基
本
の
部

優　

勝　

辻　
　
　

孟（
嶐
郷
小
２
年
）

準
優
勝　

葛
西　

亮
汰（
嶐
郷
小
２
年
）

第
３
位　

辻　
　

奈
桜（
嶐
郷
小
１
年
）

○
小
学
生
初
心
者
の
部

優　

勝　

菊
池　

菜
（々
嶐
郷
小
２
年
）

準
優
勝　

辻　
　
　

孟（
嶐
郷
小
２
年
）

○
小
学
生
中
級
者
の
部

優　

勝　

小
室　

優
志（
嶐
郷
小
３
年
）

準
優
勝　

葛
西　

莉
彩（
嶐
郷
小
４
年
）

○
小
学
生
上
級
者
の
部

優　

勝　

辻　
　

史
織（
嶐
郷
小
６
年
）

準
優
勝　

葛
西　

由
侑（
嶐
郷
小
６
年
）

第
３
位　

葛
西　

千
寿（
嶐
郷
小
６
年
）

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○
中
学
生
の
部

優　

勝　

高
沢　
　

亮（
美
和
中
２
年
）

準
優
勝　

辻　
　

拓
幹（
美
和
中
２
年
）

第
３
位　

岡
�　
　

修（
美
和
中
１
年
）

　

９
月　

日
、
や
す
ら
ぎ
の
里
公
園
T
B

３０

G
場
で
開
催
さ
れ
、
緒
川
地
域
の
T
B
G

愛
好
者
を
は
じ
め
、
T
B
G
団
体
な
ど　
６３

人
が
参
加
、
５
部
門
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
、

一
般
・
シ
ニ
ア
女
子
の
部
第
３
位
に
内
田
勝

子
さ
ん
、
ゴ
ー
ル
ド
シ
ニ
ア
男
子
の
部
第
３

位
に
宇
野
恵
さ
ん
が
入
賞
し
ま
し
た
。

　

市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
（
河
野
秀
男
会

長
）
主
催
に
よ
り
、　

月　

日
、
嶐
郷
小

１０

１４

学
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
各
地

域
か
ら　

チ
ー
ム
の
参
加
が
あ
り
、
混
合

１０

の
部
と
女
子
の
部
に
分
か
れ
て
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

○
混
合
の
部

優　

勝　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
Ｂ　
　
　

準
優
勝　

ス
パ
ー
山
方

第
３
位　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
Ａ

○
女
子
の
部

優　

勝　

チ
ュ
ウ
リ
ッ
プ　
　
　

準
優
勝　

美
和
ユ
ニ
ー
ク
ス
Ｄ

第
３
位　

Ｋ
１
ク
ラ
ブ
Ｂ

　
　

月　

日
・　

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

１０

１４

２１

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連
盟（
神
永
哲
男
会
長
）

主
催
の
大
会
が
西
部
総
合
公
園
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
ほ
か
３
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
舟
生
ソ
フ
ト
が
優

４１勝
し
ま
し
た
。

優　

勝　

舟
生
ソ
フ
ト

準
優
勝　

盛　

和

第
３
位　

緑
ヶ
丘
ソ
フ
ト
・
抽
ヶ
台
体
協

　
　

月　

日
、
市
テ
ニ
ス
連
盟
（
蝦
名
と

１０

２１

も
子
会
長
）
主
催
に
よ
り
、
西
部
総
合
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
・
家
和
楽
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
を
会
場
に
、　

ペ
ア
が
出
場
し
行
わ
れ

４１

ま
し
た
。

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
A

優　

勝　

合
原
・
松
田
ペ
ア

準
優
勝　

宇
留
野
・
塚
本
ペ
ア

○
男
子
ダ
ブ
ル
ス
B

優　

勝　

早
川
・
坂
井
ペ
ア

準
優
勝　

宮
本
・
宮
田
ペ
ア

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
A

優　

勝　

横
塚
・
貝
ペ
ア

準
優
勝　

蝦
名
・
沢
畠
ペ
ア

○
女
子
ダ
ブ
ル
ス
B

優　

勝　

萩
谷
・
在
家
ペ
ア

準
優
勝　

関
・
井
坂
ペ
ア

第
３
位　

関
・
吉
田
ペ
ア
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�▲優勝した舟生ソフトの皆さん

�
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�▲入賞した皆さん
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９
月
７
日
か
ら　

月　

日
ま
で
の
毎
週

１０

２６

金
曜
日
、
市
内
の
小
学
生
か
ら
一
般
の
方

を
対
象
に
市
教
育
委
員
会
主
催
の
な
ぎ
な

た
教
室
が
西
部
総
合
公
園
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
に
は　

人
が
参
加
、
茨
城
県
な
ぎ

２１

な
た
連
盟
の
方
が
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
真
剣
に
、
ま
た
楽
し
く
指
導

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　
　

月
７
日
、
各
地
で
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
、
子
ど
も

１０
か
ら
大
人
ま
で
元
気
い
っ
ぱ
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

▲山方地域▲緒川地域

優勝国長区　準優勝小舟区　第３位下郷区 優勝野上区　準優勝長田区　第３位下小川区

▲美和地域▲御前山地域

優勝野口第３区　準優勝長倉区　第３位伊勢畑区 優勝上檜沢区　準優勝鷲子区　第３位三河戸区
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　７５歳以上の方（６５歳以上の一定の障害を有する方で広域連合が認定した方も含みます。）が対象となります。
　なお、平成２０年３月３１日の時点において、老人保健法医療受給者証をお持ちの方は、今までの国民健康保険
や社会保険等の健康保険から全員が後期高齢者医療の被保険者になります。
　また、平成２０年４月１日以降に７５歳（６５歳以上の一定の障害を有する方で広域連合が認定した方も含みま
す。）の誕生日をむかえる方は、誕生日から後期高齢者医療の被保険者となります。
〔例〕９月１５日が７５歳の誕生日の場合　⇒　９月１５日から後期高齢者医療の被保険者となります。
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○平成２０年３月３１日の時点で７５歳になっている方
　⇒平成２０年３月中に１人１枚の後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします。
○平成２０年４月１日以降に７５歳の誕生日をむかえる方
　⇒７５歳の誕生日をむかえる日までに後期高齢者医療の被保険者証をお渡しします。
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　平成２０年４月１日から後期高齢者医療制度が始まることに伴い、新たに後期高齢者医療の被保険者証が市町村

から送付されます。
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本
校
は
、
昭
和
三
十
七
年
に
野
口
・
長
倉

中
学
校
を
、
翌
年
伊
勢
畑
中
学
校
を
統
合
し

て
で
き
た
高
台
に
あ
る
学
校
で
す
。
校
地
南

側
に
は
、
那
珂
川
が
流
れ
、
そ
の
南
側
と
北

側
に
は
山
々
が
連
な
り
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ

で
す
。
学
区
西
側
は
、
栃
木
県
茂
木
町
と
隣

接
し
て
お
り
、
卒
業
生
の
中
に
は
、
栃
木
県

立
茂
木
高
等
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
生
徒
も

い
ま
す
。

　

本
校
で
は
、
主
体
的
に
活
動
す
る
生
徒
を

育
成
す
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
、
生
徒

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
に
お
い
て
は
、
少

人
数
指
導
や
習
熟
度
別
学
習
な
ど
多
様
な
学

習
形
態
で
の
活
動
、
学
習
習
慣
確
立
の
た
め

の
五
点
ア
ッ
プ
プ
リ
ン
ト
の
実
施
、
自
主
的

な
活
動
を
休
ま
ず
に
続
け
る
一
人
一
役
運
動

等
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
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本
校
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
自

主
・
自
立
を
高
め
る
」
た
め
の
奉
仕
的
活
動

と
し
て
、
一
人
一
役
運
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
生
徒
会
活
動
の
一
環
と
し

て
、
生
徒
一
人
一
人
が
『
学
校
生
活
を
よ
り

良
く
す
る
』
た
め
に
ど
の
よ
う
な
活
動
が
あ

る
か
考
え
実
践
し
て
い
る
も
の
で
す
。
具
体

的
に
は
、
登
校
坂
や
校
庭
の
清
掃
、
昇
降
口

の
清
掃
、
窓
ふ
き
な
ど
で
す
。
生
徒
も
教
師

も
一
緒
に
な
っ
て
、
学
校
を
き
れ
い
に
し
よ

う
と
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

�
�
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放
課
後
の
部
活
動
前
に
、
全
校
生
徒
で
十

二
分
間
走
を
行
っ
て
い
ま
す
。
校
庭
外
周
を

が
自
筆
で
手
紙
を
書
い
て
、
ひ
ま
わ
り
会
の

活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
毎
年
行

わ
れ
る
体
育
祭
に
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
方
々
を

招
待
し
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
全
員
と
生
徒
代
表

者
に
よ
る
種
目
「
ゆ
っ
く
り
あ
せ
ら
ず
」
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
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小
瀬
高
等
学
校
と
の
中
高
一
貫
教
育
の
研

究
推
進
校
と
し
て
、
中
高
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
を
し

て
い
ま
す
。
授
業
交
流
で
は
、
数
学
科
及
び

技
術
・
家
庭
科
（
家
庭
科
）、
ス
ポ
ッ
ト
的

授
業
で
は
、
理
科
、
体
育
で
小
瀬
高
等
学
校

職
員
と
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
を
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
総
合
的
な
学
習
の

時
間
に
、
小
瀬
高
等
学
校
の
職
員
、
生
徒
を

講
師
と
し
て
招
聘
し
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
シ
ニ

ア
体
験
や
車
い
す
体
験
な
ど
の
学
習
も
し
て

い
ま
す
。

十
二
分
間
走
り
続
け
る
こ
と
で
、
基
礎
体
力

の
向
上
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。
坂
道
あ

り
、
階
段
あ
り
の
コ
ー
ス
で
す
の
で
、
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
十
二
分
間
走
り
続
け
る
こ
と

は
大
変
で
す
が
、
さ
ら
な
る
走
力
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
の
介
護
福
祉
施
設
（
御
前
山
フ
ロ
イ

デ
ガ
ル
テ
ン
）
で
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
動
内
容
は
、
施
設
介
護
体
験
で
は

車
椅
子
を
押
し
て
あ
げ
た
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
介
護
体
験
で
は
高
齢
者
と
話
を
し
た

り
、
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ
オ
ケ
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。

　

御
前
山
地
域
で
は
、
高
齢
者
へ
の
配
食

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
ひ
ま
わ
り
会
」
と
い
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
月
に
２

回
、
高
齢
者
の
方
へ
お
弁
当
を
無
料
で
届
け

て
い
ま
す
が
、
生
徒
会
を
中
心
に
全
校
生
徒

生徒数：114人
(野口4088　�55－2024）
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風  
光  
明  
媚 
な
場
所
を
八
か
所
選
び
出
し

ふ
う 
こ
う 
め
い 

び

 「
八
景
」
と
称
す
る
場
所
が
各
地
に
あ
り
ま

す
。
有
名
な
の
は
「
金
沢
八
景
」、「
近
江
八

景
」。
茨
城
で
は
「
水
戸
八
景
」
な
ど
で
す
。

市
内
に
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

辰
之
口
八
景
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

�
�
�
��
��

　

八
景
は
も
と
も
と
中
国
の
景
勝
地
「 
瀟 

し
ょ
う

 
湘  
八  
景 
」（
湖
南
省
洞
庭
湖
の
南
に
あ
る
河

し
ょ
う 
は
っ 
け
い

川
、
瀟
水
と
湘
水
）
が
い
わ
れ
と
な
っ
て
い

ま
す
。
八
景
は 
平  
沙  
落  
雁 
・ 
遠  
浦  
帰  
帆 
・ 
山 

へ
い 
さ 
ら
く 
が
ん 

お
ん 
ぽ 

き 
は
ん 

さ
ん

 
市  
晴  
嵐 
・ 
江  
天  
暮  
雪 
・ 
洞  
庭  
秋  
月 
・ 
瀟  
湘 

し 
せ
い 
ら
ん 

こ
う 
て
ん 
ぼ 
せ
つ 

ど
う 
て
い 
し
ゅ
う 
げ
つ 

し
ょ
う 
し
ょ
う

 
夜  
雨 
・ 
煙  
寺  
晩  
鐘 
・ 
漁  
村  
夕  
照 
で
、
す
べ
て

や 

う 

え
ん 
じ 
ば
ん 
し
ょ
う 

ぎ
ょ 
そ
ん 
せ
き 
し
ょ
う

漢
字
四
字
で
﹇
地
名
＋
風
物
﹈
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
下
の
二
字
の
風
物
が

定
形
と
な
り
、
上
の
地
名
の
み
が
各
地
の
名

勝
に
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

こ
の
原
則
が
確
立
す
る
と
、
日
本
各
地
で

「
ご
当
地
八
景
」
と
も
い
え
る
も
の
が
、

ふ
る
さ
と
へ
の
愛
着
か
ら
次
々
と
作
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
水
戸
八
景
」は

九
代
藩
主 
斉  
昭 
が
天
保
十
三
年
（
一
八
四

な
り 
あ
き

二
）
に
撰
し
た
も
の
で
す
。
し
か
し
、
斉

昭
が
選
ん
だ
八
景
は
、
た
だ
の
景
勝
の
地

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八
景
を
詣
で
て
藩
士

を
鍛
錬
す
る
た
め
遠
距
離
の
地
を
撰
し
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
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江
戸
時
代
後
期
の
水
戸
藩
の
下
級
役
人

に 
加  
藤  
寛  
斎 
と
い
う
人
物
が
い
ま
す
。
寛

か 
と
う 
か
ん 
さ
い

斎
は
そ
の
精
力
的
な
文
筆
活
動
で
水
戸
の

歴
史
に
名
を
残
し
ま
し
た
。
天
明
二
年

 （
一
七
八
二
）
頃
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六

六
）
頃
の
人
と
い
わ
れ
、
役
人
と
し
て
は

低
い
階
級
で
、
あ
ま
り
出
世
せ
ず
に
そ
の

生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
彼
は
役
人
時
代
の

ほ
と
ん
ど
を
こ
の
辰
ノ
口
堰
の
堰
元
役
と

し
て
勤
め
ま
し
た
。
在
任
中
は
、
辰
之
口

江
堰
を
開
い
た
永
田
茂
衛
門
父
子
の
業
績

に
つ
い
て
深
い
感
銘
を
受
け
、
積
極
的
に

史
料
保
存
に
尽
く
し
ま
し
た
。
ま
た
永
年

を
過
ご
し
た
辰
之
口
村
へ
の
敬
意
と
愛
着

を
込
め
て
、
こ
の
八
景
を
は
じ
め
と
し
て

 「
辰
之
口
御
用
留
」「
辰
之
口
の
鏡
」
な
ど

を
著
し
、「 
北  
郡  
里  
程  
間  
数  
之  
記 
」
で
も
辰

ほ
く 
ぐ
ん 
り 
て
い 
け
ん 
す
う 
の 

き

之
口
村
に
つ
い
て
詳
し
く
書
き
記
し
て
い

る
の
で
す
。
辰
之
口
八
景
は
次
の
と
お
り

で
す
。

・ 
堺  
沢  
晴  
嵐 　

吹
あ
れ
し
嵐
も
け
ふ
は

さ
か
い 
ざ
わ 
せ
い 
ら
ん

さ
り
げ
な
く　

晴
て
静
け
き
遠
近
の
山

・ 
滝  
沢  
秋  
月 　

村
雲
の
か
か
る
と
見
し

た
き 
ざ
わ 
し
ゅ
う 
げ
つ

は
晴
行
て　

秋
風
に
す
む
滝
沢
の
月

・ 
中  
嶋 
の 
落  
雁 　

残
り
な
く
刈
穂
の
跡
の

な
か 
じ
ま 

ら
く 
が
ん

中
島
に　

何
慕
ふ
て
や
落
る
雁
金

・ 
小  
坂  
夕  
照 　

夏
の
日
の
残
る
小
坂
の
夕

こ 
ざ
か 
せ
き 
し
ょ
う

暮
は　

照
添
ふ
ま
ゝ
に
登
る
く
る
し
さ

・ 
船  
渡 
の 
帰  
帆 　

追
風
に
真
帆
引
か
け
て

ふ
な 
わ
た
し 

き 
は
ん

百
船
も　

浪
路
遥
に
帰
り
行
見
ゆ

・ 
勝  
養  
晩  
鐘 　

は
る
た
ふ
と
き
く
に
淋
し

し
ょ
う 
よ
う 
ば
ん 
し
ょ
う

き
入
相
の　

秋
に
そ
い
か
に
山
寺
の
鐘

・ 
遠  
北 
の 
夜  
雨 　

独
寝
の
軒
端
に
聞
て
降

と
お 
き
た 

や 

う

雨
の　

夜
半
に
そ
い
と
ど
淋
か
り
け
り

・ 
鏡  
山  
暮  
雪 　

か
が
み
山
名
に
あ
ふ
か

か
が
み 
や
ま 

ぼ 

せ
つ

ら
に
夕
間
ぐ
れ　

遠
か
た
か
け
て
晴
る

る
白
雪

　

こ
の
う
ち
「
鏡
山
の
暮
雪
」
の
鏡
山
は

辰
之
口
で
は
な
く
、
堰
元
あ
た
り
か
ら
眺

め
た
隣
接
地
照
山
（
山
方
地
域
）
あ
た
り

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
雪
を
頂

い
た
山
々
を
堰
元
会
所
か
ら
眺
め
た
の
で

し
ょ
う
。「
勝
養
の
晩
鐘
」に
つ
い
て
は
村

内
に
「
勝
養
院
」
と
い
う 
上  
利  
員 
村
（
常

か
み 
と
し 
か
ず

陸
太
田
市
上
利
員
町
）
鏡
徳
寺
の
末
寺
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
ほ
か
に
も
、
滝
沢
・
中
嶋
・
小
坂

な
ど
は
現
在
で
も
字
名
が
確
認
で
き
、
お

お
よ
そ
の
場
所
が
推
測
で
き
ま
す
。
辰
之

口
の
集
落
の
た
た
ず
ま
い
を
見
て
い
る

と
、
秋
の
夕
暮
れ
に
雁
が
田
に
群
れ
る

「
中
嶋
の
落
雁
」
や
、
久
慈
川
を
帆
船
が

漂
う
「
船
渡
の
帰
帆
」
の
風
景
が
江
戸
時

代
そ
の
ま
ま
に
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
す
。

　

辰
之
口
江
堰
と
加
藤
寛
斎
の
業
績
に
つ

い
て
は
、
歴
史
民
俗
資
料
館
大
宮
館
で
十

二
月
二
日
ま
で
開
催
中
の
企
画
展
「
水
戸

藩
の
利
水
事
業
と
永
田
家
三
代
」
で
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
木
村
宏
「
辰
之
口
村
八
景
」（『
大
宮
郷

土
研
究
』
第
七
号　

平
成
一
五
年
）
お

よ
び
『
水

戸
藩
利
水

史
料
集
』

五
七
頁

 （
二
〇
〇

二
年
）
を

参
考
に
し

ま
し
た
。

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）

�����������
たつ の くち

▲「鏡山の暮雪」推定地

▲「船渡の帰帆」推定地
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　図書情報館のホームページが新しく開設されまし
た。図書情報館の資料や各公民館図書室の資料の一部
が、インターネットや携帯電話で検索できます。
　ぜひ、ご利用ください。

■アドレス■
http://www.tosyo.city.hitachiomiya.lg.jp

�美和かわせみの会のおはなし会����������	
�ロゼのつどいのおはなし会�����������	

�どんどんちっちのおはなし会�����������	

�めばえの会のおはなし会�������������	
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�はみんぐばあどのクリスマスおたのしみ会�����������
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�たこ作り教室
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13日・27日
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古紙配合率����再生紙を使用しています 
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「全国吟詠剣詩舞道祭」
平成20年11月２日
会場　常陸大宮市文化センター

 「西塩子の回り舞台
 （グリーンふるさと文化フェスティバル）」
平成20年11月８日・９日
会場　大宮公民館塩田分館グランド

常陸大宮市の人口（１０月１日現在・推計常住者）

総人口４６，８８３人（男２２，８８７人、女２３，９９６人）
世帯数１６，２６８世帯

　豊島区の池袋西
口公園において
 「友好都市観光物
産展」が開催され、
10月６日・７日の
２日間に渡り、常
陸大宮市のＰＲ及
び特産品の販売を
行いました。
　特に、生・乾し

しいたけをはじめ、葉物類やねぎ、なす、きゅうり、小か
ぶ、さつまいも、栗などの評判がよく、全商品を売り切る
ことができました。
　なお、今回の出展にあたっては、観光協会をはじめ、J A
茨城みどりや生産者の方々等にご協力をいただきました。

第40回豊島区ふくろ祭り第40回豊島区ふくろ祭り
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10月27日、第1回の子育て広場のミ　10月27日、第1回の子育て広場のミ

ニ運動会が総合福祉センター「かがやニ運動会が総合福祉センター「かがや

き」２階集会室で行われました。き」２階集会室で行われました。

今回の運動会は、　今回の運動会は、

保育園や幼稚園に保育園や幼稚園に

通っていない３歳未通っていない３歳未

満のお子さんとお父満のお子さんとお父

さんとのふれあい遊さんとのふれあい遊

びが中心。市内からびが中心。市内から

13組のご家族が参加しました。13組のご家族が参加しました。

お母さんやおじいちゃん、おばあ　お母さんやおじいちゃん、おばあ

ちゃんに見守られながら、いつもあまちゃんに見守られながら、いつもあま

り一緒に遊ぶことができないお父さんり一緒に遊ぶことができないお父さん

たちは、おかいものレースや電車レーたちは、おかいものレースや電車レー

ス、子育てクイズなど、子どもと一緒ス、子育てクイズなど、子どもと一緒

にに参加。楽しいひとときを過ごしま参加。楽しいひとときを過ごしま

した。した。

▲参加した皆さん

　９月20日から23日までの４日間、静ヒルズカントリー
クラブにおいて「第46回日本プロゴルフシニア選手権大
会」が行われ、それに伴い22日と23日の２日間、「常陸大
宮・那珂　市民フェスタ」が開催されました。
　PAR３コンテストやパ
ターコンテスト、バーベ
キュー、物産展といった催
し物が行われ、あいにく２
日間とも天候には恵まれな
かったにも関わらず、多く
の人々で賑わいました。

国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008国民文化祭・いばらき2008


